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(57)【要約】
【課題】異なる２つのモードの超音波画像を並列表示し
ても、穿刺ガイドラインの視認性を確保すること。
【解決手段】入力装置３を介してＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表
示の要求を受け付けると、表示領域調整部１８ａは、画
像メモリ１５から２つのモードの超音波画像に穿刺ガイ
ドラインが重畳された２つの合成画像を読み出す。そし
て、表示領域調整部１８ａは、穿刺ガイドラインと超音
波の送信方向に対して最浅部にある生体組織との交点が
含まれるように、２つのモードの合成画像を並列表示す
る際の表示領域を調整する。表示制御部１８ｂは、表示
領域調整部１８ａにより調整された表示領域により、２
つの合成画像をモニタ２にて並列表示するように制御す
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送信し、前記超音波の反射波を受信する超音波プローブと、
　前記超音波プローブが受信した超音波の反射波に基づいて、２つのモードの超音波画像
を生成する画像生成手段と、
　前記画像生成手段により生成された前記２つのモードの超音波画像それぞれに、前記超
音波プローブに装着された穿刺アダプタから挿入される穿刺針の通過ラインである穿刺ガ
イドラインを重畳した２つの合成画像を生成する画像合成手段と、
　前記穿刺ガイドラインと前記超音波の送信方向に対して最浅部にある生体組織との交点
が含まれるように、前記画像合成手段により生成された前記２つの合成画像を並列表示す
る際の表示領域を調整する表示領域調整手段と、
　前記表示領域調整手段により調整された前記表示領域により、前記２つの合成画像を所
定の表示部にて並列表示するように制御する表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記表示領域調整手段は、前記穿刺ガイドラインと前記超音波プローブの当接面との交
点から送信された超音波の走査線のすべて、または一部が含まれるように前記表示領域を
調整することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記表示領域調整手段は、前記表示領域を所定の倍率にて拡大する要求を受け付けた場
合、前記穿刺ガイドラインと前記超音波の送信方向に対して最浅部にある生体組織との交
点を通過した超音波の走査線を基準線とし、当該基準線から前記穿刺ガイドラインの深部
側に向かって前記表示領域を前記所定の倍率にて拡大し、
　前記表示制御手段は、前記表示領域調整手段により拡大された表示領域の前記２つの合
成画像を縮小したうえで、前記所定の表示部にて並列表示するように制御することを特徴
とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示領域調整手段は、前記表示領域を所定の倍率にて縮小する要求を受け付けた場
合、前記穿刺ガイドラインと前記超音波の送信方向に対して最浅部にある生体組織との交
点を通過した超音波の走査線を基準線とし、当該基準線に向かう方向で前記表示領域を前
記所定の倍率にて縮小し、
　前記表示制御手段は、前記表示領域調整手段により縮小された表示領域の前記２つの合
成画像を拡大したうえで、前記所定の表示部にて並列表示するように制御することを特徴
とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施の形態は、超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置は、Ｘ線診断装置、Ｘ線ＣＴ（Computed Tomography）装置、Ｍ
ＲＩ（Magnetic Resonance Imaging）装置などの他の医用画像診断装置に比べ装置規模が
小さく、また、超音波プローブを体表から当てるだけの簡便な操作により、例えば、心臓
の拍動や胎児の動きといった検査対象の動きの様子をリアルタイムで表示可能な装置であ
ることから、今日の医療において重要な役割を果たしている。また、被曝のおそれがない
超音波診断装置には、片手で持ち運べる程度に小型化された装置も開発されており、かか
る超音波診断装置は、産科や在宅医療などの医療現場においても容易に使用することがで
きる。
【０００３】
　また、超音波診断装置は、同一断面を異なるスキャンシーケンスで超音波を走査するこ
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とで、超音波プローブが受信した超音波の反射波に基づいて、様々なモードの超音波画像
をリアルタイムで生成して表示することができる。具体的には、超音波診断装置は、Ｂモ
ード画像、カラードプラ画像、超音波造影剤を用いた造影画像、フィルタ処理により特殊
なターゲット（例えば、石灰化部位など）が強調表示された画像など、様々なモードの超
音波画像をリアルタイムで生成して表示することができる。
【０００４】
　さらに、超音波診断装置は、同一断面を撮像した２つのモードの超音波画像を並列表示
（Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示）する機能を有している。図１１は、Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示
を説明するための図である。
【０００５】
　例えば、操作者は、図１１の左図に示すように、超音波診断装置がカラードプラ画像を
単独で表示（Ｓｉｎｇｌｅ表示）している時点で、カラードプラ画像とＢモード画像との
Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示の要求を入力する。かかる場合、超音波診断装置は、Ｓｉｎｇｌ
ｅ表示と同じスケール（表示拡大率）により、２つのモードの画像を表示する。例えば、
超音波診断装置は、図１１の左図に示す矩形により、Ｓｉｎｇｌｅ表示されていたカラー
ドプラ画像をトリミングする。そして、超音波診断装置は、図１１の右図に示すように、
トリミング後のカラードプラ画像と、トリミング後のカラードプラ画像と同一範囲のＢモ
ード画像とを表示する。
【０００６】
　また、超音波診断装置は、超音波画像をリアルタイムで表示できることから、生体組織
検査やラジオ波焼灼治療（ＲＦＡ：Radio Frequency Ablation）などの穿刺が行なわれる
場合に多く用いられる。例えば、生体組織検査のために組織採取を行う場合、医師は、タ
ーゲットとなる病変をリアルタイムで超音波画像により確認しながら、穿刺針を体内に刺
し、組織採取を行う。また、ＲＦＡを行う場合、医師は、ターゲットとなる病変をリアル
タイムで超音波画像により確認しながら、穿刺針を病変部位まで刺し、その後、穿刺針か
らラジオ波を照射する。
【０００７】
　ここで、近年、穿刺を行なう場合に決まった角度および位置で穿刺針が刺されるように
、超音波プローブに着脱可能なアタッチメント（穿刺アダプタ）が開発されている。また
、穿刺アダプタの情報を用いることで、超音波画像に穿刺針が通過するライン（穿刺ガイ
ドライン）を重畳して表示する超音波診断装置も開発されている。これにより、操作者は
、穿刺ガイドラインとターゲット部位との位置関係から、穿刺針を刺す際の超音波プロー
ブの位置を決定することができる。
【０００８】
　ところで、穿刺は、Ｂモード画像だけでなく、上述した他のモードの超音波画像を参照
しながら行なわれる場合がある。例えば、医師は、穿刺針が血管を刺すことがないよう確
認する必要がある場合、カラードプラ画像を参照しながら穿刺を行なう。また、医師は、
例えば、肝腫瘍の疑いがある部位の組織を採取する場合、造影画像を参照しながら穿刺を
行なう。また、医師は、石灰化部位を採取する場合、石灰化強調表示モードの画像を参照
しながら穿刺を行う。
【０００９】
　このため、通常、医師は、上述したＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示（並列表示）により、Ｂモ
ード画像とともに他のモードの超音波画像を参照して穿刺を行なう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００７－１９５８６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
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　ところで、穿刺が行なわれる際にＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示を行なう場合、超音波診断装
置は、上述したように、単独表示と同じスケールに維持されるように超音波画像のトリミ
ングを行なう。例えば、超音波診断装置は、穿刺ガイドラインが重畳された２つのモード
の超音波画像それぞれの左右両端を均等に削る。
【００１２】
　しかしながら、穿刺ガイドラインは、超音波画像の左右どちらかの端から始まる。図１
２は、従来技術の課題を説明するための図である。このため、Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示で
は、図１２に示すように、穿刺針が生体組織の浅部を通過する領域の画像が削られてしま
い、生体組織の浅部を観察することができない。その結果、浅部にターゲットがある場合
や、血管などのように穿刺針が通過することを回避したい箇所が浅部にある場合などでは
、Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示を参照しながらの穿刺は、困難となる。また、穿刺針が体内に
挿入されているにも関わらず、ある領域では、穿刺針の状態が画像で確認できず、その結
果、術者に不安感を与えてしまう。
【００１３】
　すなわち、上記した従来の技術は、異なる２つのモードの超音波画像を並列表示するこ
とで穿刺ガイドラインの視認性が悪くなる場合があった。
【００１４】
　そこで、この発明は、上述した従来技術の課題を解決するためになされたものであり、
異なる２つのモードの超音波画像を並列表示しても、穿刺ガイドラインの視認性を確保す
ることが可能となる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　実施の形態の超音波診断装置は、超音波プローブと、画像生成手段と、画像合成手段と
、表示領域調整手段と、表示制御手段とを備える。超音波プローブは、超音波を送信し、
前記超音波の反射波を受信する。画像生成手段は、前記超音波プローブが受信した超音波
の反射波に基づいて、２つのモードの超音波画像を生成する。画像合成手段は、前記画像
生成手段により生成された前記２つのモードの超音波画像それぞれに、前記超音波プロー
ブに装着された穿刺アダプタから挿入される穿刺針の通過ラインである穿刺ガイドライン
を重畳した２つの合成画像を生成する。表示領域調整手段は、前記穿刺ガイドラインと前
記超音波の送信方向に対して最浅部にある生体組織との交点が含まれるように、前記画像
合成手段により生成された前記２つの合成画像を並列表示する際の表示領域を調整する。
表示制御手段は、前記表示領域調整手段により調整された前記表示領域により、前記２つ
の合成画像を所定の表示部にて並列表示するように制御する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、実施例１に係る超音波診断装置の構成を説明するための図である。
【図２】図２は、画像合成部を説明するための図である。
【図３】図３は、実施例１に係る制御部１８の構成を説明するための図である。
【図４】図４は、実施例１に係る表示領域調整部を説明するための図である。
【図５】図５は、実施例１に係る表示制御部を説明するための図である。
【図６】図６は、実施例１に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャート
である。
【図７】図７は、実施例１に係る表示領域調整部が行なう表示領域の調整処理の変形例を
説明するための図である。
【図８】図８は、実施例２に係る表示領域調整部を説明するための図である。
【図９】図９は、実施例２に係る表示制御部を説明するための図である。
【図１０】図１０は、実施例２に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャ
ートである。
【図１１】図１１は、Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示を説明するための図である。
【図１２】図１２は、従来技術の課題を説明するための図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照して、本願の開示する超音波診断装置の好適な実施例を詳細に説
明する。
【実施例１】
【００１８】
　まず、実施例１に係る超音波診断装置の構成について説明する。図１は、実施例１に係
る超音波診断装置の構成を説明するための図である。図１に示すように、実施例１に係る
超音波診断装置は、超音波プローブ１と、モニタ２と、入力装置３と、装置本体１０とを
有する。
【００１９】
　超音波プローブ１は、複数の圧電振動子を有し、これら複数の圧電振動子は、後述する
装置本体１０が有する送受信部１１から供給される駆動信号に基づき超音波を発生すると
ともに、被検体Ｐからの反射波を受信して電気信号に変換する。また、超音波プローブ１
は、圧電振動子に設けられる整合層と、圧電振動子から後方への超音波の伝播を防止する
バッキング材などを有する。
【００２０】
　超音波プローブ１から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波は、被検体
Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、反射波信号とし
て超音波プローブ１が有する複数の圧電振動子にて受信される。受信される反射波信号の
振幅は、超音波が反射される不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。なお
、送信された超音波パルスが、移動している血流や心臓壁などの表面で反射された場合の
反射波信号は、ドプラ効果により、移動体の超音波送信方向に対する速度成分に依存して
、周波数偏移を受ける。
【００２１】
　そして、実施例１に係る超音波プローブ１には、医師が超音波画像を参照しながら生体
組織検査やラジオ波焼灼治療などの穿刺を行なうために、穿刺アダプタ１ａが取り付けら
れる。そして、穿刺アダプタ１ａには、穿刺針１ｂが取り付けられている。医師は、超音
波画像を参照しながら、穿刺アダプタ１ａに取り付けられた穿刺針１ｂを被検体Ｐのター
ゲット部位まで挿入する。
【００２２】
　なお、実施例１では、超音波プローブ１が超音波を直線状に操作するリニア走査型であ
る場合について説明する。
【００２３】
　入力装置３は、マウス、キーボード、ボタン、パネルスイッチ、タッチコマンドスクリ
ーン、フットスイッチ、トラックボールなどを有し、超音波診断装置の操作者からの各種
設定要求を受け付け、装置本体１０に対して受け付けた各種設定要求を転送する。具体的
には、入力装置３は、表示モードの切り替え要求を受け付ける。より具体的には、入力装
置３は、操作者から１つのモードの超音波画像を表示させるための「Ｓｉｎｇｌｅ　Ｖｉ
ｅｗ表示」の要求や、操作者から２つのモードの超音波画像を並列表示させるための「Ｔ
ｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示」の要求を受け付ける。また、入力装置３は、操作者から超音波プ
ローブ１に装着された穿刺アダプタ１ａの穿刺角度（後述）の設定を受け付ける。
【００２４】
　モニタ２は、超音波診断装置の操作者が入力装置３を用いて各種設定要求を入力するた
めのＧＵＩ（Graphical　User　Interface）を表示したり、装置本体１０において生成さ
れた超音波画像を表示したりする。
【００２５】
　装置本体１０は、超音波プローブ１が受信した反射波に基づいて超音波画像を生成する
装置であり、図１に示すように、送受信部１１と、Ｂモード処理部１２と、ドプラ処理部
１３と、画像生成部１４と、画像メモリ１５と、画像合成部１６と、内部記憶部１７と、
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制御部１８とを有する。
【００２６】
　送受信部１１は、トリガ発生回路、遅延回路およびパルサ回路などを有し、超音波プロ
ーブ１に駆動信号を供給する。パルサ回路は、所定のレート周波数で、送信超音波を形成
するためのレートパルスを繰り返し発生する。また、遅延回路は、超音波プローブ１から
発生される超音波をビーム状に集束して送信指向性を決定するために必要な圧電振動子ご
との遅延時間を、パルサ回路が発生する各レートパルスに対し与える。また、トリガ発生
回路は、レートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１に駆動信号（駆動パルス
）を印加する。すなわち、遅延回路は、各レートパルスに対し与える遅延時間を変化させ
ることで、圧電振動子面からの送信方向を任意に調整する。
【００２７】
　また、送受信部１１は、アンプ回路、Ａ／Ｄ変換器、加算器などを有し、超音波プロー
ブ１が受信した反射波信号に対して各種処理を行なって反射波データを生成する。アンプ
回路は、反射波信号をチャンネルごとに増幅してゲイン補正処理を行ない、Ａ／Ｄ変換器
は、ゲイン補正された反射波信号をＡ／Ｄ変換して受信指向性を決定するのに必要な遅延
時間を与え、加算器は、Ａ／Ｄ変換器によって処理された反射波信号の加算処理を行なっ
て反射波データを生成する。加算器の加算処理により、反射波信号の受信指向性に応じた
方向からの反射成分が強調される。
【００２８】
　このように、送受信部１１は、超音波の送受信における送信指向性と受信指向性とを制
御する。なお、送受信部１１は、後述する制御部１８の制御により、遅延情報、送信周波
数、送信駆動電圧、開口素子数などを瞬時に変更可能な機能を有している。また、送受信
部１１は、１フレームもしくはレートごとに、異なる波形を送信して受信することも可能
である。
【００２９】
　Ｂモード処理部１２は、送受信部１１からゲイン補正処理、Ａ／Ｄ変換処理および加算
処理が行なわれた処理済み反射波信号である反射波データを受信し、対数増幅、包絡線検
波処理などを行なって、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータ（Ｂモードデータ）
を生成する。
【００３０】
　ここで、Ｂモード処理部１２は、検波周波数を変化させることで、映像化する周波数帯
域を変えることができる。また、Ｂモード処理部１２は、一つの受信データに対して、２
つの検波周波数による検波処理を並列して行うことができる。
【００３１】
　このＢモード処理部１２の機能を用いることにより、造影剤が注入された被検体Ｐの関
心領域における一つの受信データから、関心領域を流動する超音波造影剤（微小気泡、バ
ブル）を反射源とする反射波データと、関心領域に存在する組織を反射源とする反射波デ
ータとを分離することができ、後述する画像生成部１４は、流動するバブルを高感度に映
像化した造影画像および形態を観察するために組織を映像化した組織画像を生成すること
ができる。
【００３２】
　ドプラ処理部１３は、送受信部１１から受信した反射波データから速度情報を周波数解
析し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散、パワ
ーなどの移動体情報を多点について抽出したデータ（ドプラデータ）を生成する。
【００３３】
　画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２が生成したＢモードデータから反射波の強度を
輝度にて表したＢモード画像、入力装置１３が生成したドプラデータから移動体情報を表
す平均速度画像、分散画像、パワー画像、または、これらの組み合わせ画像としてのカラ
ードプラ画像を超音波画像として生成する。
【００３４】
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　また、画像生成部１４は、造影剤が注入された被検体Ｐに対して、造影イメージングが
実行される場合、Ｂモード処理部１２が取得した信号から造影画像や組織画像などを生成
する。また、画像生成部１４は、Ｂモード処理部１２が生成したＢモードデータをフィル
タ処理することで、特殊なターゲット（例えば、石灰化部位など）が強調表示された画像
を生成することができる。
【００３５】
　このように、画像生成部１４は、被検体Ｐの同一断面を異なるスキャンシーケンスで超
音波を走査することで、超音波プローブ１が受信した超音波の反射波に基づいて、Ｂモー
ド画像、カラードプラ画像、造影画像、石灰化強調表示モードの画像など、様々なモード
の超音波画像をリアルタイムで生成する。
【００３６】
　また、画像生成部１４は、超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなどに代表される
ビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコンバート）し、表示用画像として
の超音波画像を生成する。
【００３７】
　内部記憶部１７は、超音波送受信、画像処理および表示処理を行なうための制御プログ
ラムや、診断情報（例えば、患者ＩＤ、医師の所見など）や、診断プロトコルや各種ボデ
ィマークなどの各種データを記憶する。また、内部記憶部１７は、必要に応じて、画像メ
モリ１５が記憶する画像の保管などにも使用される。なお、内部記憶部１７が記憶するデ
ータは、図示しないインターフェース回路を経由して、外部の周辺装置へ転送することが
できる。そして、実施例１に係る内部記憶部１７は、超音波プローブ１に取り付けられた
穿刺アダプタ１ａから被検体Ｐに対して挿入される穿刺針１ｂの穿刺角度を記憶している
。例えば、内部記憶部１７は、穿刺アダプタ１ａが装着された超音波プローブ１が当接さ
れる被検体Ｐの生体表面に対する穿刺針１ｂの挿入角度「３７度」を、穿刺アダプタ１ａ
の穿刺角度として記憶する。また、内部記憶部１７は、モニタ２の表示サイズを記憶して
いる。
【００３８】
　画像合成部１６は、画像生成部１４が生成した超音波画像に、種々のパラメータの文字
情報、目盛り、ボディマークなどと合成し、ビデオ信号としてモニタ２に出力する。ここ
で、実施例１に係る画像合成部１６は、モニタ２に出力される超音波画像に、超音波プロ
ーブ１に装着された穿刺アダプタ１ａから挿入される穿刺針１ｂの通過ラインである穿刺
ガイドラインを重畳した合成画像を生成する。具体的には、画像合成部１６は、内部記憶
部１７に予め記憶されている穿刺アダプタ１ａの穿刺角度を取得して、超音波画像に穿刺
ガイドラインを合成する。図２は、画像合成部を説明するための図である。
【００３９】
　例えば、画像合成部１６は、内部記憶部１７から穿刺アダプタ１ａの穿刺角度「３７度
」を取得して、図２に示すように、Ｂモード画像に点線の穿刺ガイドラインを重畳した合
成画像を生成する。
【００４０】
　画像メモリ１５は、画像生成部１４が生成した超音波画像や、画像合成部１６が合成し
た合成画像を記憶するメモリである。　
【００４１】
　制御部１８は、超音波診断装置における処理全体を制御する。具体的には、制御部１８
は、入力装置３を介して操作者から入力された各種設定要求や、内部記憶部１７から読込
んだ各種制御プログラムおよび各種データに基づき、送受信部１１、Ｂモード処理部１２
、ドプラ処理部１３および画像生成部１４の処理を制御したり、画像メモリ１５が記憶す
る超音波画像や合成画像をモニタ２にて表示するように制御したりする。
【００４２】
　以上、実施例１に係る超音波診断装置の全体構成について説明した。かかる構成のもと
、実施例１に係る超音波診断装置は、穿刺針１ｂが挿入された被検体Ｐの生体組織を撮像
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した２つのモードの超音波画像を生成する。そして、実施例１に係る超音波診断装置は、
２つのモードの超音波画像それぞれに穿刺ガイドラインが重畳された２つの合成画像を生
成し、これら合成画像の表示制御を行なう。
【００４３】
　具体的には、実施例１に係る超音波診断装置は、操作者から入力装置３を介して２つの
モードの合成画像を並列表示（Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示）させる要求を受け付けた場合に
、以下、詳細に説明する制御部１８の表示制御処理を行なうことで、異なる２つのモード
の超音波画像（合成画像）を並列表示しても、穿刺ガイドラインの視認性を確保すること
を可能とする。
【００４４】
　なお、以下では、穿刺ガイドラインが重畳されたＢモード画像（以下、Ｂモード合成画
像と記載する）がモニタ２に単独で表示されている際に、入力装置３を介して、Ｂモード
合成画像と穿刺ガイドラインが重畳されたカラードプラ画像（以下、カラードプラ合成画
像と記載する）とを並列表示させる「Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示」の要求を受け付けた場合
について説明する。ただし、実施例１は、造影画像や石灰化強調表示モードの画像などの
他のモードの超音波画像の合成画像が並列表示の対象となる場合であっても適用可能であ
る。
【００４５】
　図３は、実施例１に係る制御部１８の構成を説明するための図である。図３に示すよう
に、実施例１に係る制御部１８は、表示領域調整部１８ａと、表示制御部１８ｂとを有す
る。
【００４６】
　表示領域調整部１８ａは、操作者から入力装置３を介して２つのモードの合成画像を並
列表示（Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示）させる要求を受け付けた場合に、以下の処理を行なう
。すなわち、表示領域調整部１８ａは、画像メモリ１５から２つのモードの合成画像を読
み出す。そして、表示領域調整部１８ａは、穿刺ガイドラインと超音波の送信方向に対し
て最浅部にある被検体Ｐの生体組織との交点が含まれるように、２つのモードの合成画像
を並列表示する際の表示領域を調整する。具体的には、表示領域調整部１８ａは、超音波
を生体表面に対して直交する直線で走査する超音波プローブ１の走査線の中で上記の交点
を通る走査線を決定する。
【００４７】
　そして、表示領域調整部１８ａは、上記の交点より深部にある穿刺ガイドライン上の点
を通る走査線の中で、並列表示を行なってもモニタ２の表示サイズに収まる位置にある走
査線を決定する。そして、表示領域調整部１８ａは、決定した２つの走査線により挟まれ
る範囲を表示領域として決定する。図４は、実施例１に係る表示領域調整部を説明するた
めの図である。
【００４８】
　例えば、表示領域調整部１８ａは、穿刺ガイドラインと超音波の送信方向に対して最浅
部にある被検体Ｐの生体組織との交点（図４に示す点線の丸を参照）通る走査線と、並列
表示を行なってもモニタ２の表示サイズに収まる位置にある走査線とで挟まれる範囲を、
Ｂモード合成画像の表示領域（図４に示す矩形を参照）とする。同様の処理により、表示
領域調整部１８ａは、カラードプラ合成画像の表示領域も調整する。なお、表示領域調整
部１８ａは、モニタ２の表示サイズを内部記憶部１７から取得する。
【００４９】
　図３に戻って、表示制御部１８ｂは、表示領域調整部１８ａにより調整された表示領域
により、２つの合成画像をモニタ２にて並列表示するように制御する。図５は、実施例１
に係る表示制御部を説明するための図である。
【００５０】
　例えば、表示制御部１８ｂは、図５に示すように、穿刺ガイドラインと超音波の送信方
向に対して最浅部にある被検体Ｐの生体組織との交点を含む表示領域により、Ｂモード合
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成画像と、カラードプラ合成画像とをモニタ２に並列表示させる。かかる制御により、モ
ニタ２は、穿刺中に、穿刺ガイドラインの浅部が確実に描出された２つのモードの合成画
像をリアルタイムで表示する。
【００５１】
　次に、図６を用いて、実施例１に係る超音波診断装置の処理について説明する。図６は
、実施例１に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャートである。
【００５２】
　図６に示すように、実施例１に係る超音波診断装置は、操作者から２つのモードの合成
画像を並列表示させるＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示要求を受け付けたか否かを判定する（ステ
ップＳ１０１）。ここで、Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示要求を受け付けない場合（ステップＳ
１０１否定）、超音波診断装置は、待機状態となる。
【００５３】
　一方、Ｔｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示要求を受け付けた場合（ステップＳ１０１肯定）、表示
領域調整部１８ａは、穿刺ガイドラインと超音波の送信方向に対して最浅部にある被検体
Ｐの生体組織との交点が含まれるように、画像合成部１６により生成された２つの合成画
像を並列表示する際の表示領域を調整する（ステップＳ１０２）。具体的には、表示領域
調整部１８ａは、超音波を生体表面に対して直交する直線で走査する超音波プローブ１の
走査線の中で上記の交点を通る走査線を決定する。そして、表示領域調整部１８ａは、上
記の交点より深部にある穿刺ガイドライン上の点を通る走査線の中で、並列表示を行なっ
てもモニタ２の表示サイズに収まる位置にある走査線を決定する。そして、表示領域調整
部１８ａは、決定した２つの走査線により挟まれる範囲を表示領域として決定する。
【００５４】
　そして、表示制御部１８ｂは、表示領域調整部１８ａにより調整された表示領域により
、２つモードの合成画像をモニタ２にて並列表示するように制御し（ステップＳ１０３）
、処理を終了する。なお、ステップＳ１０３の後は、表示制御部１８ｂは、表示領域調整
部１８ａにより調整された表示領域により、順次生成される２つモードの合成画像をモニ
タ２にてリアルタイムで並列表示するように制御する。
【００５５】
　上述してきたように、実施例１では、画像生成部１４は、超音波プローブ１が受信した
超音波の反射波に基づいて、２つのモードの超音波画像を生成する。そして、画像合成部
１６は、２つのモードの超音波画像に超音波プローブ１に装着された穿刺アダプタ１ａか
ら挿入される穿刺針１ｂの通過ラインである穿刺ガイドラインを重畳した２つの合成画像
を生成する。そして、入力装置３を介してＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示の要求を受け付けると
、表示領域調整部１８ａは、画像メモリ１５から２つのモードの合成画像を読み出す。そ
して、表示領域調整部１８ａは、穿刺ガイドラインと超音波の送信方向に対して最浅部に
ある生体組織との交点が含まれるように、２つのモードの合成画像を並列表示する際の表
示領域を調整する。そして、表示制御部１８ｂは、表示領域調整部１８ａにより調整され
た表示領域により、２つの合成画像をモニタ２にて並列表示するように制御する。
【００５６】
　ここで、一般的なＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示では、Ｓｉｎｇｌｅ表示の際の視野深度や表
示スケールが変わらないようにモニタ２の半分の表示エリアに表示させるため、画像の左
右両端を削除していた。特に、穿刺時には、例えば、穿刺ガイドライン上に血管があるか
ないかを確認するためにＢモード画像とカラードプラ画像とをＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示す
ることが行なわれていた。しかし、従来のＴｗｉｎ　Ｖｉｅｗ表示では、穿刺針１ｂが生
体組織の浅部を通過する領域が削られてしまう。
【００５７】
　一方、実施例１では、調整された表示領域により生体組織の最浅部が確実に表示される
ので、穿刺針１ｂが生体組織の浅部を通過する領域の合成画像が削られて生体組織の浅部
を観察することができなくなることを回避できる。したがって、実施例１では、異なる２
つのモードの超音波画像（合成画像）を並列表示しても、穿刺ガイドラインの視認性を確
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保することが可能となる。
【００５８】
　なお、上記では、超音波プローブ１が超音波を直線状に操作するリニア走査型である場
合に表示領域調整部１８ａが行なう表示領域の調整処理について説明した。ここで、超音
波プローブ１が扇状に超音波を走査するコンベックスプローブやセクタプローブである場
合、表示領域調整部１８ａは、以下に説明するような表示領域の調整処理を行なう。図７
は、実施例１に係る表示領域調整部が行なう表示領域の調整処理の変形例を説明するため
の図である。
【００５９】
　まず、表示領域調整部１８ａは、図７の（Ａ）に示すように、穿刺ガイドラインと前記
超音波プローブの当接面との交点から送信された超音波の走査線ａを決定する。そして、
表示領域調整部１８ａは、図７の（Ｂ）に示すように、決定した走査線のすべてが含まれ
るように表示領域を調整する。あるいは、表示領域調整部１８ａは、図７の（Ｃ）に示す
ように、決定した走査線の一部が含まれるように表示領域を調整する。図７の（Ｃ）に示
す一例では、決定した走査線のうち、穿刺ガイドラインの浅部側半分にある走査線が含ま
れるように表示領域が調整されている。
【００６０】
　かかる処理により、扇状に超音波が走査される場合に、穿刺針１ｂの挿入経路にて、よ
り浅部側の被検体Ｐの生体組織の様相を２つの超音波画像にて穿刺ガイドラインとともに
表示することができる。したがって、変形例でも、異なる２つのモードの超音波画像（合
成画像）を並列表示しても、穿刺ガイドラインの視認性を確保することが可能となる。
【実施例２】
【００６１】
　実施例２では、表示領域が再調整される場合について、図８および図９を用いて説明す
る。なお、図８は、実施例２に係る表示領域調整部を説明するための図であり、図９は、
実施例２に係る表示制御部を説明するための図である。
【００６２】
　実施例２に係る制御部１８は、実施例１で説明した実施例１に係る制御部１８と同様の
構成からなるが、表示領域調整部１８ａおよび表示制御部１８ｂが実行する処理の内容が
実施例１と異なる。以下、これらを中心にして説明する。
【００６３】
　まず、並列表示されている２つのモードの合成画像を参照する操作者は、表示領域を拡
大したい場合、例えば、入力装置３が有する調整つまみを操作することで、所望の拡大率
を入力する。なお、実施例２では、Ｂモード合成画像とカラードプラ合成画像との並列表
示時に、表示領域の拡大要求を受け付ける場合について説明する。ただし、実施例２は、
並列表示されている２つの画像のモードが、造影画像や石灰化強調表示モードの画像であ
る場合であっても適用可能である。
【００６４】
　表示領域の拡大要求を受け付けた場合、表示領域調整部１８ａは、受け付けた拡大率に
て調整済みの表示領域を拡大する際の基準となる線（基準線）を決定する。具体的には、
実施例２に係る表示領域調整部１８ａは、図８に示すように、穿刺ガイドラインと超音波
の送信方向に対して最浅部にある生体組織との交点を通過した超音波の走査線を基準線「
ｂ」として決定する。そして、表示領域調整部１８ａは、図８に示すように、基準線「ｂ
」から穿刺ガイドラインの深部側に向かって、表示領域を受け付けた拡大率にて拡大する
。
【００６５】
　そして、実施例２に係る表示制御部１８ｂは、表示領域調整部１８ａにより拡大された
表示領域の２つのモードの合成画像を縮小したうえで、モニタ２にて並列表示するように
制御する。例えば、表示制御部１８ｂは、図９に示すように、拡大された表示領域にある
Ｂモード合成画像を、拡大前の表示領域のサイズやモニタ２の表示サイズの半分にまで縮



(11) JP 2011-229837 A 2011.11.17

10

20

30

40

50

小させたうえで、モニタ２に表示させる。同様に、表示制御部１８ｂは、拡大された表示
領域のカラードプラ合成画像を、拡大前の表示領域のサイズやモニタ２の表示サイズの半
分にまで縮小させたうえで、モニタ２に表示させる。その結果、操作者により参照される
合成画像の領域は、基準線「ｂ」が端となった状態で拡がることとなる。すなわち、表示
領域調整部１８ａは、参照される合成画像の範囲を拡大する際、画像を参照する術者に違
和感を与えることを回避するため、Ｓｉｎｇｌｅ表示時の画像の端が変わらないよう基準
線「ｂ」を基準として表示領域を拡大させる。そして、表示制御部１８ｂは、拡大された
表示領域にある合成画像を、２つの画像が表示されるように縮小して表示させる。
【００６６】
　次に、図１０を用いて、実施例２に係る超音波診断装置の処理について説明する。図１
０は、実施例２に係る超音波診断装置の処理を説明するためのフローチャートである。
【００６７】
　図１０に示すように、実施例２に係る超音波診断装置は、操作者から表示領域の拡大要
求を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２０１）。ここで、表示領域の拡大要求を
受け付けない場合（ステップＳ２０１否定）、超音波診断装置は、待機状態となる。
【００６８】
　一方、表示領域の拡大要求を受け付けた場合（ステップＳ２０１肯定）、表示領域調整
部１８ａは、穿刺ガイドラインと超音波の送信方向に対して最浅部にある生体組織との交
点を通過した超音波の走査線を基準線として決定し、決定した基準線に基づいて表示領域
を拡大する（ステップＳ２０２）。具体的には、表示領域調整部１８ａは、基準線から穿
刺ガイドラインの深部側に向かって、表示領域を受け付けた拡大率にて拡大する。
【００６９】
　そして、表示制御部１８ｂは、表示領域調整部１８ａにより拡大された表示領域の２つ
のモードの合成画像を縮小したうで、モニタ２にて並列表示するように制御し（ステップ
Ｓ２０３）、処理を終了する。なお、ステップＳ２０３の後は、表示制御部１８ｂは、拡
大された表示領域により、順次生成される２つモードの合成画像を縮小したうえで、モニ
タ２にてリアルタイムで並列表示するように制御する。
【００７０】
　上述してきたように、実施例２では、表示領域を拡大しても、生体組織の最浅部が確実
に表示される。したがって、実施例２では、広い範囲の生体組織を観察しながら穿刺を行
なう場合に、異なる２つのモードの超音波画像（合成画像）を並列表示しても、穿刺ガイ
ドラインの視認性を確保することが可能となる。
【００７１】
　なお、上記では、表示領域が拡大される場合について説明したが、実施例２は、表示領
域が縮小される場合であってもよい。具体的には、表示領域調整部１８ａは、基準線「ｂ
」に向かう方向で、表示領域を受け付けた縮小率にて縮小する。そして、表示制御部１８
ｂは、表示領域調整部１８ａにより縮小された表示領域の２つのモードの合成画像を拡大
したうえで、モニタ２にて並列表示するように制御する。例えば、表示制御部１８ｂは、
縮小された表示領域の２つの合成画像を、縮小前の表示領域のサイズやモニタ２の表示サ
イズの半分にまで拡大させたうえで、モニタ２に表示させる。すなわち、表示領域調整部
１８ａは、参照される合成画像の範囲を縮小する際、画像を参照する術者に違和感を与え
ることを回避するため、Ｓｉｎｇｌｅ表示時の画像の端が変わらないよう基準線「ｂ」を
基準として表示領域を縮小させる。そして、表示制御部１８ｂは、縮小された表示領域に
ある合成画像を、２つの画像が表示されるように拡大して表示させる。かかる変形例では
、表示領域を縮小しても、確実に生体組織の最浅部が確実に表示される。したがって、こ
の変形例では、狭い範囲の生体組織を詳細に観察しながら穿刺を行なう場合に異なる２つ
のモードの超音波画像（合成画像）を並列表示しても、穿刺ガイドラインの視認性を確保
することが可能となる。
【００７２】
　なお、上述した実施例１および２は、超音波プローブ１により穿刺中の被検体Ｐの生体
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組織を２次元で走査する場合のみならず、３次元で走査する場合であっても適用可能であ
る。
【００７３】
　また、上述した実施例１および２の説明にて図示した超音波診断装置の各構成要素は機
能概念的なものであり、必ずしも物理的に図示の如く構成されていることを要しない。す
なわち、各装置の分散・統合の具体的形態は図示のものに限られず、その全部または一部
を、各種の負荷や使用状況などに応じて、任意の単位で機能的または物理的に分散・統合
して構成することができる。例えば、表示領域調整部１８ａおよび表示制御部１８ｂは、
統合される場合であってもよい。さらに、各装置にて行なわれる各処理機能は、その全部
または任意の一部が、ＣＰＵおよび当該ＣＰＵにて解析実行されるプログラムにて実現さ
れ、あるいは、ワイヤードロジックによるハードウェアとして実現され得る。
【符号の説明】
【００７４】
　１　超音波プローブ
　１ａ　穿刺アダプタ
　１ｂ　穿刺針
　２　モニタ
　３　入力装置
　１０　装置本体
　１１　送受信部
　１２　Ｂモード処理部
　１３　ドプラ処理部
　１４　画像生成部
　１５　画像メモリ
　１６　画像合成部
　１７　内部記憶部
　１８　制御部
　１８ａ　表示領域調整部
　１８ｂ　表示制御部
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